
☆ オリジナル手引きによる練習と漢字テスト

１

「
天
才
○
○
君
」
の
使
い
方
（
資
料
一
）
を
参
考
に
、
家
庭
で
練

習
に
取
り
組
む
。
（
資
料
二
）

(
教
師
が
宿
題
と
し
て
「
級
」
を
指
定
す
る
。)

①
ひ
ら
が
な
の
ペ
ー
ジ
を
見
な
が
ら
、
漢
字
を
ノ
ー
ト
に1

回
ず

つ
書
く
。
※
最
初
の
う
ち
は
、
漢
字
を
見
て
書
い
て
も
よ
い
。

②
答
え
の
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
赤
ペ
ン
で
丸
付
け
を
す
る
。

③
ま
ち
が
っ
た
漢
字
だ
け
、
覚
え
る
ま
で
ノ
ー
ト
に
書
く
。

④
先
生
に
提
出
し
て
、
ま
ち
が
っ
て
い
な
い
か
見
て
も
ら
う
。

⑤
直
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
練
習
す
る
。 画用紙に、ひらがなのページ

と漢字のページをはりつけ、

累積していく。

漢
字
を

書
い
た
ペ
ー
ジ

こ
の
ペ
ー
ジ
を
見
な
が
ら
、
答
え

合
わ
せ
を
す
る
。

ひ
ら
が
な
を

書
い
た
ペ
ー
ジ

こ
の
ペ
ー
ジ
を
見
な
が
ら
、
漢
字

を
ノ
ー
ト
に
書
く
。

２

宿
題
に
出
し
た
「
級
」
を
ミ
ニ
テ
ス
ト
す
る
。

３

点
数
を
チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド
に
記
入
す
る
。

４

定
期
的(

長
期
の
休
み
明
け
な
ど)

に
、
指
定
の
範
囲
か
ら
五
十
問
テ

ス
ト
を
行
い
、
定
着
率
を
確
か
め
る
。

資
料1

「
天
才
○
○
君
」
の
使
い
方

(

冊
子
に
し
た
「
天
才
○
○
君
」
の
裏
表
紙
に
貼
り
付
け
て
使
用
す
る
。)

①

ひ
ら
が
な
を
見
な
が
ら
、
漢
字
を
ノ
ー
ト
に1

回
ず
つ
書
き
ま
し
ょ
う
。

※
さ
い
し
ょ
の
う
ち
は
、
漢
字
を
見
て
書
い
て
も
い
い
よ
。

②

答
え
の
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
赤
ペ
ン
で
丸
付
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

③

ま
ち
が
っ
た
漢
字
を
覚
え
る
ま
で
、
ノ
ー
ト
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

④

先
生
に
て
い
出
し
て
、
ま
ち
が
っ
て
い
な
い
か
、
見
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

⑤

直
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
練
習
し
ま
し
よ
う
。

資
料
二
（
平
仮
名
版
と
漢
字
版
一
部
抜
粋
）



☆ 全校漢字テストへの取組例①（フリーソフトの活用）

□
□
小
学
校

全
校
漢
字
テ
ス
ト(

チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム)

の
取
組
例
①

１

基
本
実
施
方
法

①

毎
週
金
曜
日
六
校
時(

一
年
生
は
放
課
後)

に
二
十
分
間
の
「
チ

ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
」
を
設
定
し
，
全
校
一
斉
に
漢
字
テ
ス
ト
に
取

り
組
む(

二
学
期
か
ら
の
実
施)

。

②

一
枚
の
テ
ス
ト
の
出
題
数
は
十
問
と
し
，
各
学
年
の
問
題
に
級

位
を
付
け
，
進
級
形
式
で
実
施
す
る
。

③

級
位
判
定
の
基
準
は
全
問
正
解
と
し
，
そ
の
級
位
が
合
格
し
な

い
限
り
次
の
級
位
に
進
め
な
い
こ
と
と
す
る
。

２

テ
ス
ト
問
題
の
準
備

①

問
題
作
成
及
び
印
刷
に
は
，
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
を
活
用
す
る
。

②

問
題
は
各
学
年
の
新
出
漢
字
を
基
本
と
し
，
国
語
の
教
科
書
を

参
考
に
，
学
級
担
任
が
作
成
す
る
。

③

作
成
し
た
問
題
は
，
共
有
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
内
に
保
存
し
，

修
正
等
を
加
え
な
が
ら
活
用
す
る
。

④

問
題
の
印
刷
・
準
備
は
，
上
記
の
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
を
活
用
し
，

学
級
担
任
が
事
前
に
行
う
。

３

そ
の
他

①

児
童
一
人
一
人
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
用
の
フ
ァ
イ
ル
を
用
意
し
，

学
習
の
蓄
積
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
，
定
期
的
に
家
庭
に
持

ち
帰
ら
せ
，
家
庭
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
る
。(

家
庭
の
検
印
欄
を
添

付
す
る
。)

②

担
任
は
漢
字
テ
ス
ト
の
結
果(

合
否
の
記
録)

を
，
全
校
漢
字
テ
ス
ト

記
録
簿
に
記
録
し
，
五
回
ご
と
に
反
省
等
を
加
え
る(

学
級
フ
ァ
イ

ル)

。

③

学
校
と
し
て
，
学
級
フ
ァ
イ
ル
を
点
検
し
，
学
級
及
び
個
人
の
進
捗

状
況
を
把
握
す
る
。

④

漢
字
テ
ス
ト
の
取
組
の
様
子
や
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
，
学
力
向
上

推
進
だ
よ
り
「
○
○
っ
子
の
学
び
」
で
も
記
事
に
取
り
上
げ
，
家
庭
に

知
ら
せ
る
と
と
も
に
，
家
庭
学
習
の
充
実
に
つ
い
て
も
働
き
掛
け
る
。



☆ 全校漢字テストへの取組例②（全校一斉漢字テストタイム）

□
□
小
学
校

全
校
漢
字
テ
ス
ト
（
全
校
一
斉
漢
字
テ
ス
ト
タ
イ
ム
）
の
取
組
例
②

○

全
学
年
で
毎
週
水
曜
日
に
朝
の
活
動
と
し
て
「
す
く
す
く
漢
字
」

を
十
五
分
間
実
施
し
、
漢
字
を
読
み
書
き
す
る
力
の
向
上
を
目
指

す
。

○

実
施
方
法

・
前
年
度
に
学
習
し
た
漢
字
（
例
：
第
三
学
年
は
第
二
学
年
の
漢

字
）
の
う
ち
五
十
問
を
三
週
間
に
わ
た
っ
て
学
習
す
る
。

・
一
週
目
は
、
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
答
え
を
見
な
が
ら
書
く
。

・
二
週
目
は
、
何
も
見
な
い
で
書
き
、
答
え
を
見
て
自
分
で
採
点

す
る
。

・
三
週
目
は
、
テ
ス
ト
を
す
る
。
間
違
い
は
そ
の
日
の
う
ち
に
直

す
。

（
効
果
等
）

①
全
校
一
斉
に
継
続
的
か
つ
計
画
的
に
行
う
の
で
、
教
師
に
よ
る
取

組
の
差
が
み
ら
れ
な
い
。

②
計
画
的
に
三
週
間
に
わ
た
っ
て
同
じ
問
題
に
取
り
組
む
の
で
、
児

童
は
目
標
を
も
っ
て
家
庭
で
も
練
習
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
練
習
し
た
こ
と
が
身
に
付
い
た
か
定
期
的
（
三
週
間
に
一
回
）
に

確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
児
童
は
自
己
評
価
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
教
師
は
、
児
童
の
把
握
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き

る
。

①

小
テ
ス
ト
を
行
う
新
出
漢
字
を
三
つ
出
題
す
る
。
例
：
「
縦
」
「
疑
」

「
探
」
（
教
科
書
の
巻
末
に
あ
る
「
新
し
く
習
っ
た
漢
字
」
よ
り
出
題
）

②

教
科
書
巻
末
の
「
新
し
く
習
っ
た
漢
字
」
の
表
を
見
な
が
ら
、
「
縦
」

「
疑
」
「
探
」
そ
れ
ぞ
れ
の
使
い
方
を
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
声
に
出

し
て
読
み
、
読
み
方
を
確
認
す
る
。

③

こ
の
三
つ
の
漢
字
を
練
習
さ
せ
る
。
練
習
の
仕
方
は
、
画
数
、
筆
順
、

音
訓
の
使
い
方
で
行
わ
せ
、
辞
書
も
活
用
す
る
よ
う
声
が
け
を
す
る
。

（
宿
題
）

④

小
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
。
テ
ス
ト
用
紙
を
配
り
、
黒
板
に
出
題
漢
字

を
大
き
く
書
く
。

⑤

出
題
漢
字
を
用
紙
の
所
定
の
位
置
に
書
か
せ
る
。
（
添
付
資
料
参
照
）

⑥

子
ど
も
と
一
緒
に
空
書
き
を
し
て
筆
順
を
確
認
す
る
。
注
意
す
る
点

等
も
こ
こ
で
指
導
す
る
。

⑦

「
よ
う
い
、
ス
タ
ー
ト
」
の
合
図
で
小
テ
ス
ト
を
開
始
す
る
。
練
習

し
て
き
た
漢
字
の
使
い
方
を
ど
ん
ど
ん
書
か
せ
る
。

⑧

五
分
後
、
「
や
め
」
の
合
図
で
小
テ
ス
ト
を
終
了
す
る
。

⑨

隣
の
子
と
交
換
し
て
、
教
科
書
や
練
習
し
て
き
た
漢
字
練
習
帳
を
見

な
が
ら
採
点
さ
せ
る
。
正
解
し
た
分
だ
け
得
点
に
な
る
の
で
、
子
ど
も

た
ち
は
一
生
懸
命
漢
字
の
練
習
に
取
り
組
む
。

⑩

「
今
日
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
」
を
発
表
し
、
賞
賛
し
合
う
。

⑪

次
回
の
漢
字
三
文
字
を
出
題
す
る
。



☆ 全校漢字テストへの取組例③（継続練習と評価テスト）

全
校
漢
字
テ
ス
ト
（
継
続
練
習
と
評
価
テ
ス
ト
）
の
取
組
例
③

１

授
業
の
進
度
に
関
わ
ら
ず
、
毎
日
、
２
つ
ず
つ
新
出
漢
字
の
練
習

を
す
る
（
宿
題
）
。

①
新
出
漢
字
の
読
み
を
確
認
し
、
そ
の
漢
字
を
使
っ
た
言
葉
を
全
体

で
想
起
す
る
。

・
同
音
の
漢
字
と
意
味
を
間
違
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
そ

の
と
き
に
確
認
す
る
。

②
漢
字
の
成
り
立
ち
を
理
解
す
る
。

・
高
学
年
は
漢
字
事
典
で
成
り
立
ち
や
意
味
を
自
分
で
調
べ
る
。

・
低
中
学
年
は
教
師
が
説
明
す
る
。

※
成
り
立
ち
を
説
明
す
る
と
、
漢
字
学
習
へ
の
意
欲
が
高
ま
る
。

③
教
師
が
板
書
し
た
漢
字
を
見
な
が
ら
指
で
空
書
き
を
す
る
。

・
書
き
順
、
止
め
、
は
ね
、
払
い
を
そ
の
と
き
に
確
認
す
る
。

④
漢
字
を
ノ
ー
ト
に
書
き
写
す
。

・
一
画
目
は
赤
、
二
画
目
は
青
、
そ
の
後
は
鉛
筆
で
書
く
。

・
「
は
つ
が
し
ら
」
の
よ
う
に
、
書
き
順
を
間
違
え
や
す
い
漢
字

は
、
途
中
も
赤
や
青
を
使
い
、
書
き
順
を
確
認
す
る
。

⑤
新
出
漢
字
が
入
っ
た
言
葉
を
全
体
で
想
起
し
、
ノ
ー
ト
に
書
く
。

・
新
出
漢
字
の
み
練
習
す
る
の
で
な
く
、
そ
の
漢
字
が
入
っ
た
言

葉
を
練
習
す
る
。

・
読
み
方
が
多
数
あ
る
漢
字
も
、
一
つ
一
つ
言
葉
を
考
え
る
。

⑥
家
庭
で
練
習
す
る
。

・
言
葉
を
ノ
ー
ト
の
下
ま
で
繰
り
返
し
練
習
す
る
。

・
練
習
し
た
言
葉
を
使
っ
た
文
章
を
書
く
こ
と
で
、
学
習
し
た
漢

字
を
文
章
中
で
使
う
力
を
養
う
。

２

ミ
ニ
漢
字
テ
ス
ト
の
実
施
（
テ
ス
ト
で
習
熟
を
図
る
）

○
学
習
し
た
漢
字
十
個
を
、
翌
週
に
毎
日
（
一
週
間
で
五
回
）
の
漢
字

テ
ス
ト
に
出
題
す
る
。

・
出
題
す
る
言
葉
は
、
漢
字
練
習
で
書
い
た
言
葉
と
は
限
ら
な
い
。

児
童
に
は
あ
ら
か
じ
め
、
教
科
書
の
巻
末
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
言

葉
の
例
か
ら
出
題
す
る
こ
と
を
説
明
し
て
お
く
。

※
説
明
し
て
お
く
と
、
土
日
の
自
主
勉
強
で
漢
字
練
習
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
。

○
漢
字
テ
ス
ト
は
そ
の
場
で
児
童
が
自
ら
丸
つ
け
を
し
て
、
間
違
っ
た

漢
字
は
赤
で
訂
正
す
る
。

・
近
く
の
席
の
児
童
と
交
換
し
て
丸
付
け
を
す
る
の
も
良
い
。

○
訂
正
が
終
わ
っ
た
ら
、
教
師
に
見
せ
る
。

・
正
確
に
訂
正
で
き
な
い
児
童
も
い
る
の
で
、
必
ず
教
師
が
確
認
し
、

賞
賛
や
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
る
。

○
テ
ス
ト
は
フ
ァ
イ
ル
し
、
金
曜
日
に
自
分
の
習
熟
度
を
確
認
す
る
。

３

漢
字
五
十
問
テ
ス
ト
の
実
施
【
学
期
ご
と
】

○
練
習
し
た
言
葉
の
中
か
ら
五
十
個
選
び
、
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
。

・
長
期
休
み
前
に
ど
の
言
葉
を
出
題
す
る
か
を
児
童
に
説
明
し
、
休

み
中
に
練
習
さ
せ
る
。

※
頑
張
っ
た
達
成
感
を
味
わ
い
、
漢
字
テ
ス
ト
の
意
欲
が
高
ま
る
機

会
と
な
る
。

４

自
主
勉
強
で
の
取
り
組
み

○
自
主
勉
強
で
は
練
習
の
例
を
出
し
て
、
反
復
練
習
以
外
の
漢
字
練
習

に
取
り
組
ま
せ
て
い
る
。

練
習
例
：
「
同
じ
部
首
の
漢
字
を
集
め
よ
う
」
「
反
対
の
意
味
の
漢
字

を
集
め
よ
う
」


